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1.ボ ル ツマ ン方 程 式 の導 出
井 上 尚
中性分子気体の非平衡状態 の分 子論 を考 察す る方法は種 々あるが,そ の うちの代表的 な もの
のひ とつはボルッマン方程式 によるものである。古典力学 に基づ きつつ も,系 の非平衡過程 を
導 く,物 理的に納得 できる方法 を完成す ることは難 しい問題 であって,ボ ル ッマ ン以来,沢 山
の人々によって,こ のボルツマ ン方程式の導出 の研究 は続 け られ てい る。この修士論文 では,
ボル ツマン方程式 の導出に関す る代表的な研究 の流 れをい くつか紹介 し,そ れぞれの問題点 を
検討 してい る。
2.超 高真空透過電子顕微鏡法による表面構造及び表面吸着初期過程の研究
金 森 弘 雄
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超高真空透過電子顕微鏡法,並 びに電子回折法 によ り,結 晶の表面構 造及び表面吸着 の初期
過程を調 べた。観察は,(1)Au(111)異 常表面構造,(2)蝕(111)表 面上のPb原 子 の吸着過程(Pb/
Au(111)と 略記),(3)Au/Pb(111),(4)Ag/Pb(111),(5)Sn/AU(111)等に対 して行 った。(1)
では表面のAu最 密原子層がく110>方 向に約4%縮 む とい う傾向 を見出 し,(2)～(5)で は,各
系で特 徴的 な過程 を観察 した。(単 原子層 の形成,凝 縮核 の形成,表 面 での合 金化,下 地 内部
への合金化の進行,等 々)(2)で の結果 をLEED--AESに よる結果 と比較 し,(2)～(4)
の凝縮過程 と下地,吸 着物 質の表面エネル ギーの関係 を熱力学的 に考察 した。 また,Pb/Ag
(111)系 及び(2)の 系 で観察 されたepitaxial単 原子層の形成について,graphite上 に吸 着 し
た希 ガス単原子層 に関する弾性力学理論 を適用 して考察 した。
3.超 音 波 法 に よ るK2ZnCl4及 びRb2ZnCl4の 弾 性的 性 質 の研 究
豊 田 清
K2ZnCl4とRb2ZnCl4はNorma1・lncommensurate・Commensurate(N―1―C)相転移 を し,
C相 で 強 誘電 的 にな るこ とが知 られ てい る。 この2物 質 につ いて,超 音 波パ ル ス法 で,音 速 と
吸 収 の 測 定 を した。純 粋 な縦 波,横 波 の音 速 の測定 か ら,Elasticstiffnesstensorの主 値Ciε
(z=1～6)が 求 ま る。K2ZnCI4の これ ら6つ の モー ドの音 速 を広 い 温 度 範 囲 で測 定 した
結 果1-C相 転移 点 で,Cssモ ー ドの音 速 のみ に顕 著 な異 常 が現 われ た 。 ま た,Rb2ZnCl4
でN-1相 転 移 点 付近 の超 音 波 の臨 界 的 な吸 収 異 常 を,温 度 と周 波数 を変 えて測 定 した。 そ の
結 果,異 常吸 収 はMHz領 域 で分散 を示 す こ とが わか った。 以 上 の結果 をゆ ら ぎ を考 慮 した現
象 論 で解 析 した。
4.(Rb1-xKx)2ZnCl4混晶 系 の 相 転 移 の 研 究
藤 本 教 幸
Rb2ZnCl4及 びK2ZnCl4は,正 常一不整合一整合相転移 をす るこ とが知 られてお り,ま
た整合相 では強誘電的であ る。
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